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経
営
学
部
情
報
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
学
科
の
浅
沼
大
樹
ゼ
ミ

が
、
石
巻
市
に
あ
る
道
の
駅

「
上
品
の
郷
」
で
11
月
15
日
、

16
日
に
開
か
れ
た
石
商
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
参
加
し
た
。

　
同
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
石
巻

商
業
高
校
の
３
年
生
が
商
品

の
選
定
や
仕
入
れ
、
商
業
施

設
な
ど
へ
の
出
店
か
ら
接
客

ま
で
を
行
う
販
売
実
習
。
浅

沼
ゼ
ミ
は
授
業
で
学
ん
だ
専

門
知
識
を
生
か
し
、
提
案
や

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
な
ど
、

２
０
２
１
年
度
か
ら
協
同
し

て
い
る
。
今
年
度
は
広
報
担

当
と
し
て
協
力
。
高
校
生
と

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
複
数

回
開
き
、
広
報
戦
略
を
練
っ

た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作

成
し
た
り
し
て
き
た
。

　
マ
ー
ケ
ッ
ト
当
日
は

晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
多

く
の
方
が
会
場
に
足
を

運
び
、
買
い
物
を
楽
し

ん
だ
。
浅
沼
ゼ
ミ
生
は

裏
方
に
徹
し
、
高
校
生

の
接
客
の
様
子
を
見
守

る
と
と
も
に
、
今
後
の

活
動
に
役
立
て
る
た
め

に
来
場
者
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
っ
た
。

で
、
震
災
の
こ

と
は
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
私

た
ち
の
世
代
が

語
り
つ
い
で
い

か
な
い
と
い
け

な
い
と
改
め
て

感
じ
た
」
と
語

っ
た
。

　
会
場
に
は
、

人
間
学
部
人
間

教
育
学
科
の
学

生
た
ち
が
制
作

し
、
今
年
の
「
石
巻
川
開
き

祭
り
」
を
彩
っ
た
約
３
㍍
の

大
き
な
七
夕
飾
り
も
展
示
さ

れ
た
。 〠986-8580

宮城県石巻市

南境新水戸1番地
☎0225-22-7717（直）

石巻専修大学
広報係

最新の
情報は
大学HPで。

☞

11
月
19
日
、
東
京
都
千
代

田
区
の
専
修
大
学
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
「
い
し

の
ま
き
祭
り
」に
、人
間
学
部

の
１
〜
３
年
次
生
５
人
が
協

力
し
、
専
大
生
と
と
も
に
石

巻
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
５
人
は
、
８
月
に
行
わ
れ

た
専
修
大
学
の
「
新
入
生
歓

迎
！
石
巻
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」

に
参
加
。
専
大
生
34
人
と
と

も
に
、
震
災
遺
構
や
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
視
察
し
、
９
月
以

降
は
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
重
ね
て
、
イ
ベ
ン
ト

本
番
を
迎
え
た
。

　
当
日
は
、
専
大
生
と
と
も

に
会
場
設
営
や
運
営
な
ど
に

取
り
組
ん
だ
。
展
示
で
は

〝
猫
の
島
〞
と
し
て
知
ら
れ

る
田
代
島
を
紹
介
す
る
ブ
ー

ス
を
担
当
。
手
作
り
の
猫
神

社
や
猫
形
ロ
ッ
ジ
の
模
型
が

来
場
者
の
注
目
を
集
め
た
。

伊
藤
若
菜
さ
ん
（
人
間
２
・

宮
城
県
多
賀
城
高
）
は
、「
私

自
身
は
石
巻
出
身
で
は
な
い

が
、
地
域
の
魅
力
を
発
見
し

よ
う
と
こ
の
企
画
に
参
加
し

た
。
実
際
に
震
災
遺
構
や
観

光
地
を
見
学
し
、
い
ろ
い
ろ

な
面
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
話
し
た
。
伊
藤
野
花

さ
ん
（
人
間
１
・
宮
城
県
塩

釜
高
）
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
で

専
大
生
と
一
緒
に
作
業
す
る

の
は
楽
し
か
っ
た
。
石
巻
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
一
方

　
本
学
共
創
研
究
セ
ン
タ
ー

は
11
月
14
日
、
石
巻
市
の
マ

ル
ホ
ン
ま
き
あ
ー
と
テ
ラ
ス

で
、
市
共
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
い
し
の
ま
き
の
将
来
像

を
考
え
る
〜
縮
小
す
る
地
方

都
市
に
お
け
る
課
題
と
希
望

と
は
〜
」
を
開
い
た
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

共
創
研
究
セ
ン
タ
ー
の
２
０

２
３
年
度
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト「
石
巻
市
将
来
都
市
研
究
」

（
研
究
代
表
者
‥
浅
沼
大
樹

経
営
学
部
教
授
）
の
報
告
と

し
て
行
わ
れ
た
。
杉
田
博
経

営
学
部
長
を
進
行
役
に
、
５

人
の
登
壇
者
が
石
巻
市
の
現

状
と
未
来
、
地
方
に
お
け
る

今
後
の「
市
民
の
暮
ら
し
方
」

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
小
松
真
治
経
営
学
部
助
教

は
、
将
来
の
地
域
別
人
口
の

分
析
結
果
に
つ
い
て
説
明
。

中
山
愛
子
経
営
学
部
特
任
准

教
授
は
、
高
齢
者
、
子
育
て

世
帯
に
と
っ
て
の
住
み
や
す

さ
を
地
区
別
に
分
析
し
た
結

果
を
明
ら
か
に
し
た
。
梅
山

光
広
理
工
学
部
教
授
は
、
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
お
け
る

ま
ち
づ
く
り
に
適
し
た
移
動

手
段
（
モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ

ム
）
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

　
最
後
に
、浅
沼
教
授
が「
僕

た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
」
と

題
し
て
講
演
。
他
都
市
の
事

例
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
将
来

の
ま
ち
は
行
政
と
民
間
の
こ

れ
ま
で
以
上
の
連
携
と
、
市

民
の
主
体
性
が
重
要
で
あ

る
」
と
述
べ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
来
場
者
か
ら
多
く

の
意
見
や
質
問
が
寄
せ
ら

れ
、
地
域
の
方
々
と
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　
人
間
学
部
人
間
文
化
学
科
の
遠
藤

郁
子
教
授
が
担
当
す
る
日
本
文
学
・

文
化
研
究
室
で
は
、
文
学
、
映
画
、

漫
画
な
ど
に
つ
い
て
広
く
学
ん
で
い

る
。
石
巻
ゆ
か
り
の
文
学
や
表
現
活

動
も
主
な
学
修
テ
ー
マ
の
一
つ
で
、

昨
年
度
は
石
巻
市
震
災
遺
構
門
脇
小

学
校
を
訪
れ
て
語
り
部
の
話
を
聞
い

た
ほ
か
、
市
内
で
開
催
さ
れ
た
リ
ボ

ー
ン
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

も
協
力
し
た
。

　
今
年
度
は
、
多
く
の
文
学
碑
が
残

る
日
和
山
公
園
で
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

を
実
施
し
た
。
ゼ
ミ
生
た
ち
は
10
月

27
日
、
同
公
園
を
訪
れ
、
点
在
す
る

文
学
碑
を
確
認
し
な
が
ら
周
辺
を
散

策
。
古
く
な
り
消
え
か
け
た
文
字
の

読
み
取
り
に
苦
労
し
つ
つ
も
、
そ
こ

に
描
写
さ
れ
た
風
景
を
味
わ
い
、
石

巻
の
情
景
の
特
徴
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
た
。

　
ツ
ア
ー
の
締
め
く
く
り
に
は
、
吉

増
剛
造
の
詩
「
隅
！
日
和
山
！
」
を

鑑
賞
し
、
詩
人
が
見
た
夕
暮
れ
に
染

ま
る
日
和
山
に
思
い
を
は
せ
た
。
今

回
の
学
修
の
成
果
は
、
日
和
山
文
学

マ
ッ
プ
と
し
て
ま
と
め
る
計
画
で
、

現
在
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
菅
原
康
誠
さ
ん
（
３
年
次
・
鹿
児

島
県
屋
久
島
お
お
ぞ
ら
高
）
は
、

「
石
巻
に
ゆ
か
り
の
あ
る
文
人
や
俳

人
の
多
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。
地
域
性

や
風
土
に
根
ざ
し
た
文
学
に
つ
い
て

の
直
接
的
な
体
験
は
貴
重
で
、
今
後

の
文
学
研
究
に
役
立
て
た
い
」
と
話

し
た
。

10
月
29
日
、
石
巻
市
か
わ

ま
ち
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
た
「
い
し
の
ま
き
政
策
コ

ン
テ
ス
ト
」の
決
勝
大
会
で
、

本
学
の
チ
ー
ム

が
最
優
秀
賞
と

優
秀
賞
を
獲
得

し
た
。

　
同
コ
ン
テ
ス

ト
は
、
市
と
一

般
社
団
法
人
石

巻
青
年
会
議
所

で
つ
く
る
実
行

員

会

の

主

催

で
、
石
巻
地
方

に
暮
ら
す
高
校

生
・
大
学
生
が

若
者
ら
し
い
斬

新
な
政
策
提
案

を
競
う
。
決
勝

大
会
に
は
計
５

チ
ー
ム
が
参
加
。「
10
年
後
に

住
み
た
い
石
巻
」
を
テ
ー
マ

に
、
練
り
に
練
っ
た
ア
イ
デ

ア
を
発
表
し
た
。

　
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
の

は
、
経
営
学
部
・
稲
葉
健
太

郎
ゼ
ミ
の
チ
ー
ム
。
石
巻
が

持
つ
「
ア
ー
ト
の
町
」
の
側

面
に
着
目
し
、
廃
校
を
作
業

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
前
面

に
押
し
出
し
た
地
域
活
性
案

を
提
案
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
受
賞
を
喜
ぶ

と
と
も
に
、「
チ
ー
ム
で
企
画

し
、
協
力
し
て
課
題
を
乗
り

越
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

ん
だ
」
と
手
応
え
を
感
じ
て

い
る
。

　
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
経
営

学
部
・
岡
野
知
子
ゼ
ミ
の
チ

ー
ム
は
、
企
業
誘
致
、
交
通
、

減
災
の
三
つ
の
視
点
か
ら
現

状
を
分
析
し
、
未
来
志
向
の

提
言
を
行
っ
た
。

　
人
間
学
部
人
間
文
化
学
科

の
学
生
が
11
月
12
日
、
宮
城

県
女
川
町
で
行
わ
れ
た
「
親

子
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー

大
会
ｉ
ｎ
お
な
が
わ
」
に
運

営
員
と
し
て
協
力
し
た
。

　
地
方
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ

振
興
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会

の
実
現
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し

た
授
業「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
論
」

の
一
環
で
、
行
政
と
連
携
し

て
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
株
式
会
社「
つ
な
ぐ
」

の
原
田
直
信
さ
ん
の
指
導
の

も
と
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
の
運
営
に
挑
戦
し
た
。

　
当
日
は
２
０
０
人
を
超
え

る
親
子
が
参
加
す
る
な
ど
盛

況
だ
っ
た
。
学
生
た
ち
は
イ

ベ
ン
ト
の
運
営
を
通
じ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
ス
ポ

ー
ツ
振
興
や
地
方
創
生
に
ど

の
よ
う
に
役
立
つ
の
か
を
、

体
験
的
に
学
ん
だ
。

大盛況「いしのまき祭り」
人間学部５人が参加

専大生と企画・運営

専大生と活動した８月の交流セミナー

２
大
学
の
学
生
が
協
力
し
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
た

手作りの猫神社（手前）

と猫形ロッジ

学生が制作した緑の七

夕飾りも会場を彩った

日
本
文
学・文
化
を
学
修
―
―
―
遠
藤
研
究
室

日
和
山
で
古
碑
巡
る
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

宮沢賢治の詩碑の前で

日和山文学マップを構想する学生たち

研究プロジェクトの成果を報告

共創研究センターシンポジウム

石巻市の将来像を展望

最優秀賞の稲葉ゼミチーム

稲
葉
ゼ
ミ
が
最
優
秀
賞

岡
野
ゼ
ミ
は
優
秀
賞

い
し
の
ま
き
政
策
コ
ン
テ
ス
ト

石
巻
の
魅
力

都
内
で
Ｐ
Ｒ

大会運営に協力した学生たち

来場者アンケートを行う浅沼ゼミ生 経
営
・
浅
沼
ゼ
ミ
が

高
校
生
の
実
習
支
援

石
商
マ
ー
ケ
ッ
ト

ウオーキングイベントに協力
人間文化学科「地域スポーツ論」

2024年度入学試験
１月３日水
出願受付開始
◆ 一般選抜Ａ日程 
◆ 特待生選抜
◆ 大学入学共通テスト利用選抜

Ａ日程
★出願締め切りは入試制度
によって異なります。詳細
はホームページ等で必ずご
確認ください。

入試情報はこちらから▶


